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TEI を用いた『リグ・ヴェーダ』のマークアップについて

塚越柚季1,a)

概要：『リグ・ヴェーダ』（RV）をはじめヴェーダ文献はマークアップにより構造化されたデジタルテクス

トがほぼ存在しない。そこで RV のマークアップを行い、各詩節の韻律およびその詩を作成したと伝承さ

れている詩人の情報を加えた。韻律詩である RV は、伝承されるテクストが想定される韻律に当てはまら

ない場合がある。そのような詩は、インド・ヨーロッパ祖語やインド・イラン祖語の再建により韻律が復

元される。これら伝承されるテクストおよび韻律の復元されたテクストをまとめて構造化することに関し

ても議論をする。

Markup of “Rigveda” using TEI

1. サンスクリット文献のデジタルテクスト

1.1 古典サンスクリット

サンスクリットは、ヴェーダ文献に現れる言語と、それ

以降の時代の、1つの規範的な文法に則った言語とに大別

される。前者がヴェーダ期サンスクリット、後者が古典サ

ンスクリットである。

現在、古典サンスクリットで表された文献およびヴェー

ダ期サンスクリットで表された文献の一部のデジタルテク

ストが利用可能である。TITUS [7] や GRETIL [5] は幅

広い種類の文献のデジタルテクストを公開している。しか

し、いずれもフラットなテクストファイルしか存在しない。

一方、SARIT [6] は TEI によってマークアップされた

ファイルを公開している。ただし、文献の種類は前述の

TITUS, GREITL より少なく、記述の詳細の程度もまちま

ちである。

1.2 ヴェーダ期サンスクリット

ヴェーダ文献のデジタルテクストも古典の文献同様、

多くは TITUS, GRETIL で利用が可能である。しかし、

SARITには『リグ・ヴェーダ』（RV）をはじめとしたヴェー

ダ文献が存在しない。

RV 他いくつかの文献に関して、TITUS には構造化され

たテクストデータが存在するように見える。ウェブページ

上のテクスト中の語から、その語の語形（名詞・形容詞の
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語幹・性・数・格や動詞の語根・時制・法・人称など）情

報にアクセスすることができる。さらに RV 中で同じ語形

が現れる他の箇所の行の情報も提供する。難点としてこれ

らはオンラインでのみ利用可能で、各文献のデジタルテク

ストの構造のしくみが明らかではないため、特に量的研究

における応用の可能性が低い。

韻律復元をした RV は、デジタルテクストが書籍 [4] に

付随している。書籍では韻律復元にあたって変更した箇所

を斜体にすることで明記している。しかしながら、デジタ

ルテクストでは、変更を加えた箇所もそれ以外の箇所も同

一に打ち込まれている。そのため、テクスト中の韻律復元

した箇所が明らかでないという問題がある。

2. 『リグ・ヴェーダ』のテクストの構造化

2.1 『リグ・ヴェーダ』について

『リグ・ヴェーダ』（RV）とはヴェーダ文献の中でも最

古の文献である。つまり、RV で用いられる言語は、現状、

最も古いサンスクリットである。RV は、韻律を持つ詩で

あり、10巻から構成され、それぞれの巻はいくつかの讃歌

から成る。特に 2巻～7巻は、主にそれぞれ一つの詩人家

系が作成したとされている。また、これらの巻の一部およ

び他の巻は、讃歌ごとないし讃歌を構成する詩節ごと、詩

節を構成する詩連ごとに様々な詩人が作成したとされる。

RV は初め口頭によって代々伝承され、後の時代になっ

て固定・編纂された。この時代間の言語の差異のために、

現在利用可能な RV には、想定される本来の形とは異なる

部分が含まれていると考えられる。その中に RV の韻律
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の復元がある。RV の韻律は規則的であり、伝承されたテ

クストの韻律が想定される韻律とは異なる場合は、祖語形

に遡って韻律を復元することがある。韻律の復元の方法は

様々で、また韻律の乱れた同一の箇所に対して異なる復元

が提唱されることもある。

2.2 韻律研究にあたって必要な情報

RV の韻律はひとまとまりの詩節をもとに各詩行の音節

数、音節の軽重が想定されるため、詩行のみならず詩節も

一つの単位とする必要がある。詩節に含まれる詩連の韻律

は、例えば、Gāyatr̄ı（8音節 ×3行）、Tris.t.ubh（11音節

×4行）、Anus.t.ubh（12音節 ×4行）のような韻律の類型

に分類される。加えて、多くは詩節単位で詩人が異なるた

め、ある詩節に対してそれを作成した詩人が対応する。

本稿では、「語ごとの韻律の復元方法の適用可否と該当

する行を含む詩連を作成した詩人との間に関係がある」と

いう執筆者の仮説を検討するために必要なテクストの作成

を試す。そのために上記の詩節ないし詩連ごとの韻律と詩

人の情報が必要となる。また、伝承されるテクストの各詩

行の音節の軽重は当然ながら必要である。

2.3 作成したテクストについて

前節のとおり、詩行に対しては音節の軽重の情報を、詩

連・詩節に対しては作成した詩人の情報を与える。公開さ

れている RV のデジタルテクスト [2] および、詩連・詩節

と詩人との対応表によって自動的にマークアップが可能で

ある。

例として RV 第 1巻の冒頭を挙げる。詩節を作成した詩

人は、<note> を用いて本文に入れず注釈として追加する。

また RV の校訂版 [1] や韻律復元版 [4]、その他翻訳に倣

い、その詩の讃える対象の神も詩人同様に追加する。

<text xml:id="RV1">

<group>

<text xml:id="RV1.1">

<note type="poet">

<name type="poet"

nymRef="#madhucchandas_vaisvamitra">

madhucchandas vaiśvāmitra

</name>

</note>

<note type="god">

<name type="god"

nymRef="#agni">

agni

</name>

</note>

<body>

...

</group>

</text>

RV 本文については @real によって行全体の音節の軽重

を示す。

<body>

<lg n="1" xml:id="RV1.1.1">

<l real="+-++-+-+" xml:id="RV1.1.1a">

agnı́m ı̄d.e puróhitam.

</l>
...

</lg>
...

</body>

3. 問題点

3.1 連声

サンスクリットには、文中における語の隣接部で特定の

音連続があった場合、隣接部の音が変化する連声がある。

この変化は伝承されるテクストにそのまま反映される。

連声規則の中に、文中において語の隣接部が母音である

場合、つまり母音が連続する場合、これらの母音が融合す

るという規則がある。例えば、RV 1.2.1 の a, b 行 を見る。

(1) v´̄ayav ´̄a yāhi darśatemé sómā áram. kr
˚
tāh.

(2) v´̄ayav ´̄a yāhi darśata imé sómā áram. kr
˚
tāh.

(1)は連声が適用された形で伝わる RV（サンヒターパー

タ）の 1行で、(2) は下線部の連声を解除して連声適用前

の形に戻したものである。

3.2 連声にかかる問題

前節で示したように、2単語に分ける必要がある場合も

母音の融合により、分けることが困難になる。RV の構造

化テクストの作成にあたってもこれが問題となる。サンヒ

ターパータにおいて、行をまたいで母音融合の連声がある

場合、韻律上、根拠を持って多くは連声を起こさない形に

復元ができる。

RV の校訂版 [1] との差異を明示することを踏まえると、

連声が適用された語と語に対して、韻律復元した語を対応

させてマークアップする必要がある。連声に関する場合以

外もいずれの場合も、該当箇所の語の祖語形や祖語からサ

ンスクリットにかけての音変化などを考慮して韻律の復元

を検討せねばならない。

3.3 韻律復元のマークアップ法

連声を含んだ問題は当然ながら既に議論が行われてお

り、マークアップの方法も提案されている [3]。<choice>
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エレメントを用いて、連声適用後の語形と連声適用前の語

形を並列して記述するとしている。この方法ではさらに、

後の末尾に着目して続く語とどのように切り離されるかに

ついてのレベルを記述する。

韻律復元に際する連声解除は、文中の語の分析による連

声解除とは異なる点がある。韻律の復元にあたって、例え

ば、祖語形で含まれていた音素の存在ゆえに RV の時代に

もそれが残存し、そもそも連声を引き起こさないという場

合がある。このことを考慮に入れると、語の末尾にのみ着

目するのでは不十分であり、その語に続く語の先頭も着目

する必要がある。実際に、RV の韻律復元版 [4] では次の

ように語の末尾と先頭がともに斜体によって表される。

darśata imé （校訂版 [1] では dars.atemé *1 ）

このように、韻律分析のための、TEI を用いたマークアッ

プによる RV の構造化においては、連声に関わる語すべて

に対して、そして語レベルのみならず音レベルでの詳細な

記述も必要となる。
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*1 ś と s. はローマナイズの方法が違うだけであり、実際は同一の音
素
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